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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成22年3月4日(2010.3.4)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月20日(2010.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
転移した腫瘍を有するヒト患者における腫瘍転移を阻害するための薬学的組成物であって
、該薬学的組成物はレトロウイルス粒子を含み、該レトロウイルス粒子は、
　ｉ）修飾されたレトロウイルスエンベロープタンパク質であって、該レトロウイルスエ
ンベロープタンパク質は、アミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉｓ－Ｖａｌ－Ｇｌｙ－Ｔｒｐ－Ａｒ
ｇ－Ｇｌｕ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｐｈｅ－Ｍｅｔ－Ａｌａ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ａｌａ－Ａｌ
ａ（配列番号１）を含むペプチドを含むコラーゲン結合ドメインを含むように修飾された
レセプター結合領域を含む、修飾されたレトロウイルスエンベロープタンパク質と、
　ｉｉ）治療用ポリペプチドをコードする異種核酸配列と
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を含む、薬学的組成物。
【請求項２】
前記レトロウイルス粒子が、曝露されたコラーゲンの領域内で前記患者に蓄積する、請求
項１に記載の薬学的組成物。
【請求項３】
前記曝露されたコラーゲンの領域は、新生物病変、活動性血管形成の領域、転移性腫瘍浸
潤病変、癌病変、血管損傷の領域または組織破壊領域を含む、請求項２に記載の薬学的組
成物。
【請求項４】
前記治療用ポリペプチドは細胞破壊性である、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
細胞破壊ポリペプチドはサイクリンタンパク質の突然変異体である、請求項４に記載の薬
学的組成物。
【請求項６】
前記サイクリンタンパク質の突然変異体は突然変異体サイクリンＧ１タンパク質である、
請求項５に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
前記突然変異体サイクリンＧ１タンパク質は、サイクリンＧ１タンパク質のＮ末端欠失突
然変異体である、請求項６に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
前記サイクリンＧ１タンパク質のＮ末端欠失突然変異体は、ヒトサイクリンＧ１のアミノ
酸約４１～約２４９を含む、請求項７に記載の薬学的組成物。
【請求項９】
前記治療用ポリペプチドはインターロイキン－２（ＩＬ２）である、請求項１に記載の薬
学的組成物。
【請求項１０】
前記治療用ポリペプチドは、顆粒球マクロファージ－コロニー刺激因子（ＧＭ－ＣＳＦ）
である、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
前記治療用ポリペプチドは、チミジンキナーゼである、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
前記修飾されたレトロウイルスエンベロープタンパク質が、修飾された４０７０Ａ両栄養
性エンベロープタンパク質である、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
前記ペプチドは、前記修飾された４０７０Ａ両栄養性エンベロープタンパク質のｇｐ７０
部分に含まれる、請求項１２に記載の薬学的組成物。
【請求項１４】
前記レセプター結合領域は、前記４０７０Ａ両栄養性エンベロープタンパク質のネイティ
ブｇｐ７０部分の２つの連続する番号のアミノ酸残基の間に、アミノ酸配列Ｇｌｙ－Ｈｉ
ｓ－Ｖａｌ－Ｇｌｙ－Ｔｒｐ－Ａｒｇ－Ｇｌｕ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｐｈｅ－Ｍｅｔ－Ａｌ
ａ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ａｌａ－Ａｌａ（配列番号１）を含むペプチドを挿入することによ
って修飾される、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
前記ペプチドは、前記４０７０Ａ両栄養性エンベロープタンパク質のネイティブｇｐ７０
のアミノ酸６とアミノ酸７との間に挿入される、請求項１４に記載の薬学的組成物。
【請求項１６】
非経口投与に適している、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
非経口投与は、静脈内投与、動脈内投与、腹腔内投与、血管内投与、硬膜下投与、頭蓋内
投与、骨髄内投与または胸膜腔内投与を含む、請求項１６に記載の薬学的組成物。
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【請求項１８】
前記レトロウイルス粒子は、ミリリットル当たり約１×１０７～１×１０１０個のコロニ
ー形成単位のウィルス力価を示す、請求項１に記載の薬学的組成物。
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